
ヘテロファミリー（heterofamily）の
エクササイズ

NASA（アメリカ航空宇宙局）では、宇宙飛行士が

スペースシャトルに乗って宇宙に出発前から地球

に帰還するまでの間、家族をサポートする「家庭

支援プログラム」を提供されているようです。そ

の支援を受けられる「家族」の範囲は大きく「直

系家族」と「拡大家族」の二種類に分類されてい

ます（幡野広志『ぼくたちが選べなかったことを、選びなお

すために。』（2019 年，ポプラ社））。

■直系家族：配偶者、子ども、子どもの配偶者

■拡大家族：親、兄弟、親友

つまり、NASA が定義される「家族」は、自分が

選んだ「夫婦」の単位で始まる「家族」が「親子」

の関係より優先されます。

では、日本という国が定義している「家族」はど

ういうものでしょうか？中国は？カナダは？それ

ぞれの国で、法令によって定められている「家族」

の定義は異なっています。また、同性結婚の合法化、

ファミリー向けのシェアハウスの増加などことか

ら鑑みて、それぞれの人にとって、「家族」の定義

も違うでしょうか。また、NASA の定義では「親友」

も「拡大家族」に分類されるが、血が繋がってい

ない関係でも、「家族」だと思われるほど自分に大

きく影響を与えている人や親友もいます。ペット

は家族の一員だと考える人もいます。

あなたにとっての「家族」は誰ででしょうか？

■エクササイズ

それぞれの国の法律に基づいた「家族／親族」の

定義、また人類学の概念などを図式化した、6 つ

のファミリーツリーがあります。図を活用してあ

なた自身のファミリーツリーを作成してください。

名前を書くためのボックス／枠が足りない場合、

下記の「系譜図による手法」の描き方を参考しな

がら、ご自身で書き足してみてください。

個人

（性を特定しない／できない場合）

女性

男性

婚姻関係

出自

兄弟姉妹

当事者

死亡

凡例



日本の「家族」

民法に「家族」に対応する条文は存在しませんが、第 725 条（親族の範囲）によって、次に掲

げる者は「親族」とします。

■六親等内の血族（いとこの孫まで含まれる）

■配偶者

■三親等内の姻族（配偶者の叔父叔母まで含まれる）



中国の「家族」

中国では 1979 年から 2015 年まで「一人っ子政策」が導入されて、一組の夫婦につき子

どもを一人に制限されていました。また、一人っ子同士が結婚してつくる家庭を「421家庭」

と言います。すなわち４人の双方の父母、一人っ子同士の夫婦、そして彼らの子ども１人

という７人から構成される家族関係が一つの単位になり、これが一般的な家庭の姿になり

つつあります。

この図は 2015 年までの「一人っ子政策」を表現していますが、2016 年からは一組の夫婦

につき子ども二人に緩和されています（＝「二人っ子政策」）。



カナダの「家族」

カナダは 2005 年に同性結婚が合法化されました。国勢調査による「家族」の定義

（census family）はこのように定義されています。

■異性または同性の夫婦と、その間の子どもかまたはどちらかの子ども（子どもがいる場

合）。

■異性または同性のコモンロー・カップル（日本の「事実婚」に近いが、社会的にも同等

の夫婦として認知されている）と、その間の子どもかまたはどちらかの子ども（子どもが

いる場合）。

■シングルの家庭は婚姻状況を問わず、少なくとも 1人の子供が同じ家に住んでいる

注：国勢調査による「家族」は、全員同じ家に住んでいることが条件になります。



アラブ首長国連邦（UAE）の「家族」

アラブ首長国連邦はイスラム社会の法的制度によって「一夫多妻制」が現存する国の一つ

です。男性は 4 人まで妻を娶ることができます。しかし、イスラム教の聖典のコーランの

規定上、夫は妻を保護し扶助を与える義務があり、またはそれぞれの妻の間に差異を設け

ることは許されません。



NASA（アメリカ航空宇宙局）の「家族」

NASA では、「家族」の範囲を大きく「直系家族」と「拡大家族」の二種類に分類されています。

シャトルの打ち上げ時には「直系家族」と「拡大家族」の両方が現地に招待されるものの、特

別室から見学が許可されるのは「直系家族」だけです。シャトルとの交信も「直系家族」が優

先され、軌道周回中のシャトルに問題が発生した場合、NASA からは「直系家族」に対しての

みに連絡します。

■直系家族：配偶者、子ども、子どもの配偶者

■拡大家族：親、兄弟、親友

直径家族

拡大家族



参　考　｜　松村圭一郎『はみだしの人類学』（2020 年，NHK出版）pp.070

　　　　　　賈玉龍「人類学の親族論における宗族研究の再考」、北海道民族学第 13号（2017）

人類学者のジャネット・カーステンによる関係性 （relatedness）に基づいた「家族」

マレーシア・ランカウィ島の漁村では、家族は生殖による血縁関係だけではありません。家が

炉を中心とした器のようなもので、「乳」や「食」といった物質を共有することで身体の中身が

類似していきます。ともに暮らし、ともに食べ、養い合いながら、モノをやりとりする行為の

積み重ねの先に生まれます。「血」は遺伝子のように生みの親から与えられたものである一方、

食事を通して獲得可能なものでもあります。したがって、「家族」は生得的な親子関係と共食・

共同生活によって獲得できる関係の両方が含まれています。

炉／食卓


